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嘉川地域第二期地域づくり計画

27 28 29 30 31

自
治

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

生
活
環
境

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

地
域
振
興

地域づくり活動への参加者の
増加が望まれています。

地域づくり活動への
参加者が多くいる地

域

参加者の増
加

若者が集える場
づくり事業

地域住民の集い
の場の創出

ボランティア活動が盛
んな地域

ボランティア
の人数の増
加

福祉に関するボ
ランティア活動の
推進・研修への
支援

福祉関連ボラン
ティア組織への
支援

健康や生涯ス
ポーツへの支援

研修、健康、体
力づくり活動支
援

いきいきサロン
の支援、同好会
等の支援

世代間の交流が盛ん
な地域

交流回数の
増加

子どもと高齢者
の世代間交流事
業の推進と支援

世代間交流事業

高齢者が安心して暮
らせる地域

参加者の増
加

高齢者が安心し
て生活できる地
域づくり

高齢者の集いの
支援、高齢者の
生活支援

子育ての支援が充実
した地域

支援回数の
増加

子育て支援
子育て関連団体
の活動支援

地域住民が健康を維
持している地域

参加者の増
加

少子高齢化が進んでおり、福
祉面での充実が必要です。独
居老人が増えてきています。

健
康
福
祉

高齢者が生きがいを
持って生活する地域

サロンの組
織数の増加

地域住民の交流
や憩いの場づくり
の推進・支援

地
域
福
祉

協議会の広報実
施、地域のPR冊
子の発行

心豊かな明るい地域であるこ
とが望むまれています。

郷土の歴史を学び、
伝統の継承を大事に
する地域

探訪者の増
加

遺跡・史跡の継
承と郷土学習

遺跡・史跡の環
境保全、交流探
訪事業

伝統文化を後世に継承してい
く必要があります。

参加者の増
加

総踊り支援事業
「白河踊り」等の
踊り文化の継承

主な内容
実施期間

空地や荒地が目立ってきてい
ます。

空地や荒地の無い地
域

整備済みの
箇所の増加

にこにこ、ワイワ
イ広場等の整備

地域住民の集い
の場の整備

あいさつ運動を基盤
とした、地域連帯と協
働活動のできる地域

分
野

地域の課題 将来像 成果の指標
部
会

事業

運動参加者
の増加

社
会

あいさつ運動の
推進

あいさつ運動の
啓発

花に彩られた潤いの
ある地域

実施自治会
の増加

花いっぱい運動
の推進

花苗配布、講習
会

史跡等は多いが、地域からも
忘れられているものも多くあり
ます。

「嘉川地域づくり
協議会」広報事
業
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27 28 29 30 31
主な内容

実施期間分
野

地域の課題 将来像 成果の指標
部
会

事業

自
治

○ ○ ○ ○ ○

自
治

○ ○ ○ ○ ○

自
治

○ ○ ○ ○ ○

生
活
環
境

○ ○ ○ ○ ○

建
設
振
興

○ ○ ○ ○ ○

自
治

○ ○ ○ ○ ○

社
会

○ ○ ○ ○ ○

社
会

○

古記録・古行事・
古写真等の収集
と整理・保存

記録の収集や整
理・展示

地
域
個
性
創
出

環
境
づ
く
り

参加者の増
加

利用者の増
加

ふるさとかがわ
学習コーナーの
設置と利用促進

資料の展示

生活道路や水路
の整備

危険な場所が解消されていま
せん。
地域内で一体となった交通防
犯活動がやや乏しいです。

子どもが安心して活
動できる安心・安全な
地域

活動参加者
の増加

児童・生徒の登
下校時の安全確
保等対策

見守り活動推進
や安全設備の整
備

交通安全に優れた地
域

活動参加者
の増加

高齢者等交通事
故防止の向上

研修や意識啓発

産業の衰退が見られ、新たな
特産品の創出が望まれていま
す。

地域特産品創出に励
む地域

特産品の増
加

地域産品の創出
と交流の促進

地域産品・資源
の研究やPRイベ
ント

古記録・古行事・古写真等や
郷土の歴史等、後世に遺して
いく必要があります。

嘉川らしい文化事業
の進む地域

収集した記
録の増加

道路脇の草が伸び管理が行き
届いていません。
道路・河川への不法投棄が増
えてます。
ごみ出しのマナーがあまり良く
ないです。

道路や河川がいつも
清潔に保たれた地域
ごみ出しのマナーが
良い地域

道路・河川の清
掃活動、地域環
境美化活動の推
進

清掃イベントや
環境学習の実施

生活道路及び水路の整備が
不十分

未整備箇所の少ない
地域

整備済みの
箇所の増加

土木工事

防災の訓練・研
修の実施、資機
材の整備、意識
啓発

安
心
・
安
全

防災意識が低い状況です。 防災意識の高い地域
自主防災組
織数の増加

地域防災力の充
実、強化事業
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